
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

  

 平生町家庭教育支援チーム 

  （  ひらおカンガルー応援隊  ） 

  

②活動拠点 平生町立平生小学校、平生町立佐賀小学校、平生町立平生中学校 

③活動範囲  同上（平生町立平生中学校区） 

④組織体制 

   ９  人 

家庭教育アドバイザー養成講座修了者９人 

（平生小学校運営協議会長、平生小・平生中担当地域コーディネーター兼

務…１人、地域学校協働活動推進員、佐賀小学校担当地域コーディネータ

ー兼務…１人、民生委員児童委員、平生幼稚園担当地域コーディネーター

兼務…１人、母子保健推進協議会委員…１人、児童クラブ支援員…１人、元

教員…２人、その他…２人） 

⑤活動開始年度       令和２年度（２０２０年度）    

⑥問合せ先 

 

平生町教育委員会社会教育課 

（TEL） ０８２０－５６－６０８３  （FAX） ０８２０－５６－７１５１ 

（E-mail） kyouiku2@town.hirao.lg.jp 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

☑保護者等への学びの場の提供 

☑保護者等への地域の居場所づくり 

☑アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☑自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☑保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☑その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

□その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

☑乳幼児 ☑小学生（低学年） ☑小学生（中学年） ☑小学生（高学年） 

☑中学生 □高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

●登校支援 

児童の自立した登校をめざした登校支援を通して、対象児童の保護者

との信頼を積み重ね、児童に関する話から子育ての悩みの相談につなげ

ていくことで、保護者を支援する活動。 
 
●子育ての悩みの個別相談対応 

個別に相談を希望する保護者がいれば、平生小学校のカンガルーポケ

ット等にて、相談対応することで、保護者の子育ての悩みやストレスの

軽減につなげていく活動。 
 
●制服リユース活動 

 不要になった制服等を回収し、必要であれば補修を行い、新しい制服

等が必要な家庭へ提供する活動。 
 
●就学時健康診断におけるチーム紹介、子育て講座 

小学校就学時健診の際に、チーム紹介や子育て講座を行い、次年度に

小学校へ入学する児童の保護者に対してチームの活動を周知する活動。 
 
●中学校１年生対象放課後学習支援 

中学校１年生の希望者を対象に、毎週水曜日の放課後に１時間程度の

学習支援を行う活動。学習への苦手意識から不登校傾向となることを予

防することと、中学生とチーム員との関係を深め、今後の支援につなげ

ることを目的としている。 
 
●小学校新１年生家庭訪問への同行 

保護者にひらおカンガルー応援隊の周知やチーム員と保護者の顔つ

なぎを目的として、担任の先生が行う新１年生の全家庭の家庭訪問へ同

行する活動。訪問の際には、チームの紹介チラシを保護者へ直接手渡し

している。 
 
●夏休み児童クラブ支援 

 町民福祉課からの要請により、夏休み中の児童クラブ利用児童の一部

を平生小カンガルーポケットにて行った。 
 
●広報紙「カンガルーレター」の作成・配布 

応援隊の活動状況や子育てに関する情報や学びの場の情報等を掲載

した広報紙「カンガルーレター」を作成し、保護者へ配布する活動。 
 
●カンガルーチーム会議 

毎月第３火曜日９：００～１１：００定期的にチーム会議を開催し、

活動状況の確認と振り返り、今後の活動の計画、立案、準備等の打合せ、

学校との情報共有等を実施する活動。 



④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

〇登校支援 

 小学校と打ち合わせを行い、支援が必要な場所や登校班をピックアップ

し、チーム員が交代しながら毎朝支援にあたっている。チームカラーである

黄緑色のベストを着用しながら活動しているため、地域や保護者の方への

チームの認知度の向上にもつながっている。 

 また、登校班の集合場所では、支援が必要な児童の保護者とのコミュニケ

ーションをとることができ、保護者との関係を深めることもできている。 

 

〇小学校新１年生の給食支援 

 １年生の給食開始時には例年６年生が支援に入っていたが、新型コロナ

ウイルス感染防止のため、児童同士の関わる活動ができないことから、学

校の要請を受け、チーム員が新１年生の給食時間に２週間程度入り、児童

の給食準備の支援を行っている。 

 

〇就学時健康診断 

 佐賀小学校と平生小学校において、健診の待ち時間にチーム紹介や子育

てに関する話をチーム員が行っている。その際に、チーム員が手作りした、

子どもと一緒に製作できる「ハロウィンの飛び出すカード」のキットを配布し

ている。また、子育てに関するアンケートも同時に実施し、子育てに対する

悩みや不安を抱えている保護者が一定数いることや、学習や給食に関する

具体的な心配など保護者の生の声を集めることができた。 

 

〇小学校新１年生家庭訪問への同行 

 新１年生の保護者と個別に顔合わせをすることができ、今後の支援につな

がる貴重な機会となっている。活動が３年目に入り、新１年生の保護者にも

チームの活動が知られており、これまでの活動の成果を感じている。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☑文部科学省補助事業（事業名：学校を核とした地域力強化プラン   ） 

□文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

□厚生労働省事業（事業名：                            ） 

□地方公共団体単独事業として実施 

□特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

□その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


